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国国国土土土交交交通通通大大大臣臣臣賞賞賞   
「「「 事事事 業業業所所所・・・ 地地地 方方方公公公 共共共団団団 体体体等等等 」」」分分分 野野野   

受賞者名 

株式会社竹中工務店 東京本店 住友不動産金町Ⅰ街区作業所 

所在地 

 東京都葛飾区 

受賞テーマ 

 活動推進のための３Ｒ教育の実施による、優先度が高い「リデュース」「リユース」

も含めた質の高いトータル３Ｒ活動の実践 

 
受賞者が行なった大規模な集合住宅の建設工事は、工事に伴い発生する端材等の廃棄物が他の種類の建物と比較し

て多く発生すると言われている。そのため、発生した大量の廃棄物をいかに再資源化し、最終処分量を削減するかは

重要な課題であると考えた。 
 
そこでまず、受賞者は新たな視点での取り組みとして、本来優先度が高いがなかなか建設現場での取り組みが難し

い「リデュース」「リユース」活動にあえてチャレンジし、バランスのとれた質の高い３Ｒ活動を目指した。「リサイ

クル」についても、掃きごみをふるいで徹底的に分別することや、分別ミスを無くすために分別看板を写真入りにす

る等の工夫を施し、今までよりレベルの高い「リサイクル」活動を徹底して行い、全体的に質の向上を目指した３Ｒ

活動を実践した。 
 
これらの３Ｒ活動は正しい知識と、確実に実践するという堅い意識を、作業所の全員が持つことが重要である。ま

た、この３Ｒ活動は、管理する受賞者（排出事業者）と、実際に分別等活動する作業員、搬出後に処理する中間処理

業者が三位一体となって協力し合うことで、より質の高い３Ｒ活動につながる。そこで、三者のそれぞれの立場・特

性から検討した「分別ツールの製作・活用」や、「三者合同の分別パトロール」およびパトロールに基づいた「分別教

育」の実施の徹底など３Ｒ教育に力を入れ、３Ｒ活動の基盤づくりを建設工事の作業工程において職種が増えるたび

にこまめに行った。 
 
 さらに、これらの活動を他支店でも展開する為、他支店の環境担当者に対し現地で説明会を開催したり、高専学生

を招待し、将来、自分たちの仕事の中で３Ｒ活動が自然にできるように、３Ｒ活動事例の紹介を作業所見学会で行っ

て人材育成を図ったり、またＴＶ出演してリユースの重要性を解説するなど、建設現場という特殊な場での３Ｒ活動

をとおして環境意識の醸成と社会貢献を行った。 
 

 

【分別手帳の配布】 

分別ルールや写真付きの分別表を記載したポケットサイズの手帳を作成し、職長・職員全員に配布し、分別への意

識を促すとともに、分別方法が分からない作業員への教材としても活用した。作業員からもよくわかると好評を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

鋼製型枠 
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国国国土土土交交交通通通大大大臣臣臣賞賞賞   
「「「 事事事 業業業所所所・・・ 地地地 方方方公公公 共共共団団団 体体体等等等 」」」分分分 野野野   

受賞者名 

 株式会社竹中工務店 名古屋支店 

三重大学医学部附属病院外来・診療棟新営その他工事作業所 
所在地 

 三重県津市 

受賞テーマ 

 稼働中の病院に囲まれた建設現場における環境と人に配慮した工法の実施による 

３Ｒ活動推進 

 

受賞者は、１期工事「病棟診療棟新営その他工事」に引き続く「三重大学医学部附属病院の建替え工事」の２期工事

である「外来診療棟新営その他工事」を行った。 

 

この新外来診療棟は三重大学のキャンパス内にあり、既設の附属病院本館を西側、新設である病棟診療棟を東側、こ

の２棟を接続する連絡通路を北側にと、三方を既設建物で囲われた中での建設工事となる。このため、工事用資材の搬

出入動線は市街地とキャンパス内を通ることは元より、病院利用者動線・救急車動線等と工事用動線が交錯することか

ら、第三者の通行の安全確保、周辺住民や学内に対する騒音・振動・粉塵を極力抑える等の厳しい制約があった。 

 

これらの条件を考慮し、技術提案書に記載した項目の中で環境配慮の面では「現場内で発生する建設副産物の発生抑

制・再利用・再資源化」「現場内で発生する施工騒音・振動・粉塵の発生抑制」「工事車輌の交通対策と本院利用者の交

通安全確保」「工事に伴う工事車両等からの CO2排出抑制」を軸に工事を進めた。 

 

●リデュース（発生抑制） 

１．各種プレファブ（プレキャストコンクリート）化 

生コン運搬車輌台数を低減し、また南洋材ベニヤ型枠使用量を抑制することで産廃となる木くずの発生抑制と温室効

果ガスの一つである CO2排出量抑制に貢献、森林保護にも寄与した。 

２．鋼製型枠の採用 

デッキプレート、鋼製型枠の採用により木くず廃棄物の発生を抑制、また運搬

車両台数も低減し、CO2の発生を抑制した。また、南洋材ベニヤ型枠使用量の抑制

とともに産廃発生量の抑制ができ、南洋材を使用しないことによる森林保護に貢

献した。 

３．基礎型枠の合理化 

基礎周辺に地盤改良材（セメント）を混入した土壁を形成し、基礎型枠の代用

とした。基礎掘削土の発生抑制をすると共に基礎型枠使用量も低減でき、その結

果、資材搬出入運搬車両台数が低減でき、CO2排出量の抑制に結び付いた。 

 

●リユース（再利用） 

１．解体材の再利用 

既設建物解体にて発生したコンクリートガラを移動式破砕機にて適正な粒度に破砕し、耐圧盤下の砕石として再利用

した。副次的な効果として、運搬車両の台数が低減し、CO2の発生も抑制された。 

２．掘削土の再利用 

掘削に伴う建設発生土を場内仮置きし、外構路盤材として有効利用した。掘削土の処分と路盤用の土を運搬するダン

プの台数を低減、CO2排出量削減にもつながった。 

３．仮設資材の転用 

別発注の三重大学構内建物改修工事に仮設資材（仮囲いフェンス、単管、敷材、仮設照明器具など）を転用し、有効

活用することで資材運搬の効率化を図り、運搬車両の削減と CO2排出量の削減を行った。 

 

●リサイクル（再資源化） 

１．建設廃棄物の分別収集 

廃棄物集積ヤードにて混合廃棄物、木くず、金属くず、段ボール、石膏ボードに分別収集し、建設廃棄物のリサイク

ル化を推進。誰が見てもわかりやすい写真入りの分別用の看板を設置することで、作業員の環境意識向上を行った。 

２．混合廃棄物のリサイクル化 

作業所での分別の難しい混合廃棄物については、再資源化能力の高い中間処理会社に委託、処理施設で更に分別し、

廃プラスチック類及び繊維くずは固形燃料、木くずはチップ化し、ティッシュとして再資源化するなど、最終処分量の

削減に努めた。 
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